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今どきの読書 あれこれ

　今はなんでも手軽にできる時代です。スマートフォンなどで読書をするのもいいと思いますが、「本」を 手に取って読んでみませんか。ある書店の社長は「読書は忘れたころに知恵になる」とおっしゃっています。
　古今東西の名著、時には漫画本、読書に浸るとき、あなたは自由です。まずは知人から勧められた一冊、 話題になっている本などを手に取りゆっくり読んでみてはいかがでしょうか。今の立ち位置も思考も、まし
て男女差をも超えて羽ばたけるでしょう。

私たちの生活はたくさんの文字に囲まれています。小中学生の「読書離れ」「活字離れ」や 読解力の衰えが指摘されています。生活環境の変化や様々なメディアの発達普及によるもの
と考えられます。メールやＳＮＳで文書を書く機会が増えてはいるのですが、大人の世界でも 活字離れが進んでいます。この機会に活字の文化について見直してみたいと思います。

〜ストップ活字ばなれ〜

　自分の思いを正確に表現できる力や想像力を！
　ＳＮＳなどのフレンドリーなものばかりでなく、時には丁寧な表現力も！
　主に「かわいい」「まじで」「やばい」「あざっーす」などだけの会話を卒業？
　（場に応じた言葉づかいを）
　「頑張って」「ご苦労様でした」「なおざり」「おざなり」などなど注意

　上手下手関係なく、まずは起こったことや気持ちを数行の文字に表すこと
からはじめましょう。
　人の書いたものを読むことにより人間力が付きます。

　　　＊小学校の６割が作文を苦手にしています。（どらゼミ調査による）

　表現の面白さ、物語の背景（時代、地域）の理解　
　考える・感じる・あらわすことができる力
　豊かな情操の育成
　生きる上での価値観の醸成

　　　＊仕事ができる人は読書家が多いと言われています。
　　　＊読書により色々な言葉に触れ、書くことやコミュニケーション能力が上がります。

　多種多様な雑誌。1980 年ころまでは、女性の本は婦人誌（のちに女性誌）とい
うジャンルがあり、内容も男性誌や週刊誌とすみわけが。ここで気になるのは「女
性誌」という呼びかたで、今も続いています。こんなところにも男女差異が伺えます。
　また以前は女性作家が少なく、書店の文学コーナーの片隅に著作が並んでいまし
た。現在は幅広い年代の女性作家の活躍により、メインコーナーには私達をひきつ
ける力作が置かれています。

　新聞　　　１年間で３大新聞の発行部数が、１４～３３万部減少
　書籍　　　購買数減少により発行部数縮小、様子をみながら少しずつ部数増刷
　町の書店　営業不振で廃業するところも多い
　　　　　　（2017 年 7 月時点で、書店ゼロの自治体は 1,896 のうち　　　
　　　　　　420（22.1％））

　　タブレットやスマートフォンでの読書はどこでもできて便利ですが、
　紙面への書き込みや何度も読み返すには、活字の本が適しています。

　古くは山本有三、吉屋信子から落合恵子、立松和平など。その後は山
田詠美、近年では瀬田深。小山市出身の藤代泉、また本年度直木賞を受
賞した門井慶喜などがいます。いずれもメジャーな方々です。他にも地
方で脈々と描き続けている作家もいます。時には郷土の作家の方たちの
作品に触れてみてはいかがでしょうか。懐かしさと親近感を抱くことう
けあいです。

　文字とは言葉や言語を伝えるために線を使い形作られた記号
　絵文字→象形文字→一般的な文字
　　　＊紀元前３千数百年には、くさび形文字を使っていたようです。
　活字は印刷物などに広く使われ、同一の字形で表現されるものをいいます。

　古代から読書は趣味というより学問の意味合いを持ち、宮中でも大切にされました。
　江戸時代後期には多くの子どもが基本的な学力を身につけました。

疑似体験ができ夢を育む読書により得られるもの

コミュニケーション

女性誌？女性作家？

活字離れが進行している現状

文字や読書の歴史

栃木県出身あるいは高校時代などを本県で過ごした作家

書くことの重要性


